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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成17年11月17日に公表した平成18年3月期（平成17年4月1日～平成
18年3月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

 
１．平成18年3月期連結業績予想数値の修正（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２７，５００ １，４５０ ３００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２８，６７０ １，６６０ ３８２ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １，１７０ ２１０ ８２ 

増 減 率            （％） ４．３ １４．５ ２７．３ 

（ご参考） 
前期実績（平成17年3月期） 

２４，８７６ １，０９４ ５６２ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）55円07銭 

 

２．平成18年3月期通期業績予想数値の修正（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２５，６００ １，３００ ２００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２６，５２０ １，４７０ ２５９ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ９２０ １７０ ５９ 

増 減 率            （％） ３．６ １３．１ ２９．５ 

（ご参考） 
前期実績（平成17年3月期） 

２２，８８４ ９５１ ４８５ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）37円34銭 



 

３．修正の理由 

 当期の業績につきましては不動産管理事業において、当社が以前から注力しておりますプロパ
ティマネジメント業務が当初の予定より順調に伸展しており、同業務に関連したビルメンテナン
ス事業や施設営繕リフォーム事業等においても売上高及び営業利益とも堅調に推移いたしました。
また、不動産市場の活発な動きに伴い当社の不動産分譲事業においても売上高及び営業利益とも
順調に推移いたしました。その他、諸要因を勘案し、上記のように業績予想を修正いたします。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成したものであります。 
 実際の業績は、今後の様々な要因によって異なる場合があります。 
 

以 上 

 


